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図2-3 今朱雀と尊勝寺西大路に関連する遺構(上 ・中{浜崎91a) I 下〔梶川77a) ) 
図2-4 [j'増補再板京大槍圃』








図 2-13 鷹司小路未の遺構(1) [泉・吉野79)










図 3-I 尊勝寺伽藍復原図[梶JI187) 
図 3-8 尊勝寺の寺域の推定図[浜崎91)
図3-9 必勝寺比定地の遺構{杉山92)
図 3-10 円勝寺発掘調丘実jKJ図{円勝寺発掘調査団71) 
第4章
図 4-1 白河北殿と南殿と宝荘厳院{浜崎91) 
図 4-2 宝荘厳院用水事{東寺古文零緊〕
図 4-3 鋳型と取瓶と，その完成品想定図[浜崎90)
























図 9-2 西院の域の櫓門『泊中治外図 上杉家本』
第 10意




















































































































































































































































































































































第 5 章では . 白河の条坊地~IJに点在した公家の邸宅や ， 庶民の住居地などについて考察
し，条坊地~IJ の情成要素の復原と ， 平安末期から中世前半にかけての鴨東の都市的状況の
復原を試みた。
第6章では，白河の都市的衰退について，いくつかの要因を指摘した。とくに，吉田に
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> I 5 u'栄華物語』巻36 根あはせ『日本古典文学大系76.IJ
・1(; u'態管抄』巻四(u'日本古典文学大系86.IJ所収)
・17 [i'平家物語』巻七 維盛都落 「京白河に四五万問の在家， 一度に火をかけて皆焼梯
ふ。 J (u'日本古典文学大系3.IJ所収)
・18 [i'栄華物語』巻巻39 布引の瀧(u'日本古典文学大系76.IJ所収)
• 19 r法勝寺八角九霊塔 高廿七丈Ju'院家雑々跡文』麿応3年2月付
・20 r金勝院本太平記j元弘3年3月28日
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図2-1 0 勘解由小路末の遺構 縮尺1/100
-39 -











































































































































































































































































































































































































































































部の調査[辻 ・上村87)から算出した金堂の中心線Y= -19250. 6mまで，約125.2mを測る。



















































































の中心線上の l点の座標は， X =-109768m. Y =ー19376mであり ，この2点の座標から，




























































































































































































































































































































• 11 RITZ OKAZAKI新築工事に伴う発摺調査で，京都市理蔵文化財研究所の堀内明博氏に
ご教示頂いた。





• I 7 昭和62年度に実施された庖舗増築工取に伴う調査で検出した鴻で，京都市埋蔵文化財
センターの梶川敏夫氏と京都市埋蔵文化財研究所の上村和直氏に御教示を頂いた。 1991年
に概要報告書が出版されている〔上村山b)。













































































































































































































鋳型である。 I48... I 50は六器の外型で，いずれもすさを混ぜた粘土で腕型の租型(斜線








巴~~----~ 器の鋳型の小片が多数出土したが.蓮弁飾りを施した.いわゆる慈党大師請来形のものはなく，累文系の法呉のみが作られたと考えられる。皿形の粗型をつくり ，焼き締めた上によ4土を塗って仕上げn 51は六器の台皿の外型で.
¥/ に~ロ口縁部内側に幅木受けを彫る。鋳造された台皿は口径約llcm，る。六器の鋳型と問機に， =c> 器高約 lcmを測る偏平な皿である。皿はわずかに内傾する。六器の高台の滑り止めとなる「かえしJの痕跡は不明である。 一般に素文の六器と台皿の口径はほぼ同じであるものが
1 一一一一一-r=c> 人一__ECフr 51はn48-n 50と組みになる台皿のn 51の口径も I48-r 50とほぼ同じであり，多い。
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l組で 1面器をなすことから六器と称されるようになった〔佐和 ・演田84)0 4組の一面
器を四面具として，大垣の4面を飾る。福勝院の場合も四面具を備え，六器には各面に6
口ずつ，計24口ならべて用いられたと考えられる。このような，本調査区と福勝院の位置


































・ I~ 五十川伸矢 ・飛野博文「京都大学教養部構内AP22区の発掘調査J Ii'京都大学構内遺
跡調査研究年報』昭和57年度.1984年
• 1 .:; 五十川伸矢 ・宮本一夫 「京都大学医学部構内AN 18区の発掘調査J Ii'京都大学構内遺
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下焼亡の問，火気太だ織盛， (中略)金堂 ・講堂・塔・阿弥陀堂 ・惣社 ・
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十月十七日 清房 (飯尾) (花押) 貞通(諏訪) (花押)
当社名主沙汰任中
などがある。
• 13 横山晴夫「室町期の吉田社領についてJ [j'園皐院雑誌』第62巻第9号， 1961年
『兼右卿記』天文2年11月24日の条























































自ニ垣半ー至ニ溝過ー各八尺 坦基三尺 犬行五尺 溝府各四尺
であり，小路は




















ここでは図2-1-A地点と G地点や， H地点と尊勝寺の東辺のように.南北約 lkm
離れた地点を基準として算出した。 A地点では溝SDI0の中央で， X =-108605. 5m， Y = 

























= -109728. 15m， Y =ー20999.98mであったことが明らかになっている{杉山92)。











































































































l坊=40丈x4町+4丈x3 (小路) = 172丈
であり，平安京の東京極大路から法勝寺西大路東端まで
172丈x3+8丈(法勝寺西大路)+ 8丈(今朱雀)+ 8丈(鵬川沿いの大路)= 540丈
を得る。法勝寺西大路の側溝から築地中心線までを l丈とすると.
134・
















































• I ~延喜式』巻四十二 f左右京臓J( Ii'国史大系』第拾参巻所眼)
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の長谷川博幸氏.Projections Mapping Group Inc.のWilliam Mckenzie氏には技術情報を
提供頂いた。心より感謝申し上げる次第である。
• I 「歴史研究支援情報処理の研究 ー画像データを中心にしてーJ !i'国立歴史民俗博物
館研究報告第30~長.1l 1991年
・1 Ii'土偶とその情報.1l (Ii'国立歴史民俗博物館研究報告』第37集). 1992年






・5 r京都大学北部構内BE 33区の発掘調査J !i'京都大学構内遺跡調査研究年報 昭和58













.8 f全国文化財データベースについてJ !i'埋蔵文化財ニュー ス.1l75.1992年



















































































































めの小窓である e九 その用途によって矢狭間 ・鉄砲狭間，大砲狭間 ・箭眼 ・銃眼などとい

















































































































































































えていた状態から ， 堀や土塀 ， 土塁をともなう本絡的な構へと発述してくる。~続史愚抄』
正慶 2(1333)年3月8日の条には，































































































• 8 Ii'太平記』巻十 稲村崎成 干潟事事
・9 熊谷向大手
『東寺百合文書』函え 文明十四年十月
• I I 『大乗院寺社雑事記』応永元年6月2日の条
-165 
第10章 洛中洛外にみる構の展開













































































































































































































































とあり. 一段に対する~護のため ， 翼団口の辺りに要筈を備えていた。
この粟田口の構は洛中洛外図にも散見され，その状況を視覚的に知ることができる(図
174 -
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R 1により画され.調査区西半部のみに存在している事実は興味深い。 SR 1は幅6mに
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25m以上走り .東端のY= 2000m付近で南に曲がる。 SD 21は消の南半分しか検出していな
いが，検出長19m.幅1.8m以上，深さ0.3mを測る。 SD22.SD23は相接し.ほぽ南北方
向に走る鴻で. S D22は検出長14.5m.幅1.3m.深さ1.3mで断面逆台形。 SD23は検出長1
.1 5m.幅2.8m.深さ0.4mで底は不定形。 SD24はほぼ東西方向に走り.検出長3m.幅2m.
深さ1.OmをiRIJる。
S D20. S D21は，近世の出土遺物が少なく，埋般の際に浪人した中世の遺物が多く含
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図 10ー 10 平安京跡 ・旧二条城跡北地区第2面(安土桃山時代)遺摘平面略図((森島93)) 
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• t 高橋康夫は上京だけでも武衛構，実相院構，白雲構， 田中構，柳原構，誠州構，御所
東情，山名構，伏見殿構，北小路構，御霊構のあったことを指摘している。 「応仁の
乱と京の都市空間j 『歴史公論.!lNo. 72， 1981年 p.100
• 2 谷直樹「上賀茂の歴史j 『上賀茂』京都市都市計画局編. 1978年p.1-14 
.3 『親長卿記』文明6(1474)年8月l日の条 「田中之郷輩，先年炎上之後情， 五霊日群
集，人々近日披田中構J





• 7 「神楽岡東照宮之事j F神業類要 上巻』
.  岡田保良 ・吉野治雄「京都大学本部関内AW28区の発偲調査j 『京都大学構内遺跡調
査研究年報 昭和54年度.!l. 1980年pp.2ト30
• ~I 第 I部第2章
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• 1 岡田保良・浜崎一志 1985年「山科寺内町の遺跡調査とその復原JIi'国立歴史民俗博
物館研究報告』第8集
ぺ 久世康博「山科本願寺跡J Ii'京都市内遺跡試掘立会調査概要』
・3 文明14年 1月 四壁の内に排水用の小堀を南北に掘る。Ii'帖外御文l.!l52-60 
パ 「天文五年丙申九月下旬迄ニ台所御隠居地山水平ノ茜地ハ謹如上人ヨリ拝領， 泉
水山光稿寺卜寺披頂キ建立セリJIi'当寺跡覚.!I (光照寺蔵)
・5 岡田保良・浜崎一宏、 1985年「山科寺内町の遺跡調査とその復原J Ii'国立歴史民俗博
物館研究報告』第8集
・6 前川要 1991年『都市考古学の研究 一中世から近世への展開一.!Ipp. 118-119 






























・29 今谷明『言継卿記 公家社会と町衆文化の接点.!I( Ii'日記・記録による日本歴史叢3
古代・中世編23.!1) 1980年IP. 149 
・30 堀新 1990年「織田権力の寺内町政策JIi'古文書研究』第33号
・3t 藤木久 1975年「統一政権の成立J Ii'岩波講座日本歴史.!I9 
・32 松尾良隆「織盟期の f城わり」についてJ Ii'横田健一先生古希記念『文化史論議』 下』
・33 Ii'多聞院B記』天正8年8月4日条
・34 r信長黒印8状J天正8年8月21日条『織田信長文占の研究.!I889号
・35 1993年 f信長・秀吉権力の城郭政策J Ii'東北学院大学論集 歴史学・地理学』第
2 5号











































「宜クミのより銀日記Jには， r中のくミJが17町， r西のくミ」が11町， rたつミの






















































































































































































































































































• I 『宗長手記』大永7年2月12・13日の条(島津忠夫校注『宗長日記.!I) 
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第 2章 「白河の条坊地割J [j'京都大学埋蔵文化財調査報告.!Irv. 1991年
「埋蔵文化財と地中レーダー探査J [j'京都大学埋蔵文化財研究ニュース.!I 1. 
1991年
第 3I.t r白河の条坊地割J [j'京都大学埋l磁文化財調査報告.!Irv. 1991年



















第1章 「浄蓮華院と吉田構 一応仁の乱後の吉田の復原的考察 ー J Ii'京都大学
構内遺跡調査研究年報 昭和56年度J. 1982年




第 l-t宣 言き Fろし






























































































































1978年 ff~桜掛発抱調査領報.!I 1977. (財)京都市埋蔵文化財研究所
1979年 「六勝寺跡J現地説明会資料， (財)京都市埋蔵文化財研究所




























1960年 『京都大学文学部博物館考古学資料目録第 l部 口本先史時代』




























1990年 f太宰府条坊の街京 一発偲調査成果からの試案一Jf条盟研究.!l6 
柴辻俊六
1983年 「本館所蔵古文書鱗(三) ー下京中出入之帳JIi'早稲田実掴書館紀要.!l14 
清水繍
1985年 「六勝寺の伽藍とその性格JIi'建築史学』第5号建築史学会
1988年 f白河 ・鳥羽を中心とした院政期寺院の構成と性格JIi'住築史論活.!l (Ii'稲垣先生還暦記念
論集.!l) 












1956年 「後鳥羽上皇の白河殿と鳥羽殿についてJ(j'日本建築学会研究報告.!l 36 






















































1987年a rUJ科本願寺J (Ii'臨見中世城郭・険.!l2) 



























































1943年 「六勝寺の位置についてJ(上)(下)Ii'美術史学.!l81， 82 
1957年 「寺院JIi'新訂建築学大系.!l4-1日本建築史
1975年 「白河院と法勝寺の歴史JIi'京都市埋蔵文化財年次報告 19H-ll.!l









1993年 「都市の透視図I 都市計画のいくつかの起源とその終罵J Ii'C E L.l¥'01. n June 






1991 年 『都市考古'f:の研究 一中世から近世への展開一』
南博史 ・i主森秀夫 ・他山l支・野口実
















1977年 「京都河川変遷史論(序説)J ~日本建築学会大会学術講演便概集(中国) J 
ら
，.Jl務矧究会
1959年 「尊勝寺祉の調査J(j'古代文化』第3巻第2号
1959年 「尊勝寺跡第一次調査JIi'古代文化』第3巻第3号
1972年 『延勝寺跡の発熔調査』
1973年 『尊勝寺発府調査慨報』
1973年 『延勝寺跡』
1974年 『延用六予跡隣接地(勧業館構内中間報告)J
1975年 「京都市掛物園艇虫類館建設工事に伴う"法勝寺跡"発府調査報告J~法勝寺跡JJ (Ii'京都
市助蔵文制梓次報告 197.t一日J) 
1976年 li'f~f長寿院跡発掘調査慨要報告』
わ
渡辺一雄
1990年 f涼をめぐらす高地性集活JIi'季干1)考古学』第31号
296 
